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　わたしはこれまで本学の健康支援センターで
専門健康心理士として学生の禁煙支援やキャン
ペーンに従事してきました。現在は日本禁煙科
学会の禁煙支援士の資格を取得し、日本禁煙
科学会理事長の高橋裕子医師が担当する京都
大学医学部付属病院と国立京都医療センター
の禁煙外来で受診者に心理的なサポートをお
こなっています。
　禁煙は個人の意志次第の上、治療薬もあるこ
とから健康心理士の仕事ではないと考える人が
多いかも知れません。しかし、実際の支援の現
場では心理的なサポートが非常に重要です。ニ
コチンパッチやチャンピックス等の薬はニコチン
離脱症状を大幅に軽減しますが、それだけでは
禁煙できません。「食後の一服が癖でやめられ
ない」、「コーヒーを飲むとついつい吸ってしまう」
など、これまでの習慣との闘いが待っています。
喫煙を促す刺激を避け、代わりとなる行動(代替
行動)を習得するなどの行動療法が必要となり
ます。「飲み会の席で人につられて吸った」など
周囲からの誘いが原因で再喫煙に至るケースも
あり、事前に自分の状況を伝え、断るといったア
サーションスキルの習得も必要となります。更に
は「やめても得がない」、「やめること自体がスト
レスに感じる」といった禁煙のメリット感が小さ
くデメリット感が大きい場合は、身体や環境面で
の小さな変化に気づかせる、吸い続けた場合の
健康被害に関する正しい知識を提供するといっ
た動機づけ面接や認知行動療法、ストレスマネ
ジメントが必要となります。
　現在、禁煙外来では治療や薬について医師の
説明後に専用のシートを使って喫煙を促す刺激
や対処法の説明をしています。順調な人には禁
煙のメリットについてチェックリストを通して本
人に気づいてもらい、成功体験を褒めることで
自己効力感が高まるようにします。継続できない
場合にも失敗を通じて対処法を相談し、少しで
もできたことをポジティブな側面として強化しま

す。
　心理師の国家資格化の動きに合わせ心理専
門家もそれぞれの専門性を問われる時代になり
ました。禁煙外来に来る人の多くは心身共に健
康です。禁煙することで、より健康的な生活を目
指す人が中心の外来ではポジティブな心理的サ
ポートが重要です。また禁煙することは他の健
康行動への動機づけや自己効力感を高めること
にもつながり、再喫煙予防にもなります。健康な
人が対象の心理的サポートは健康心理士がもっ
とも得意とする分野であるため、今後にわたり健
康心理士の業務として確立しうるものと考えま
す。また禁煙者をテーマとした報告はまだ少な
く、研究としても健康心理学が活躍できる領域
です。
　禁煙外来は健康心理士が他の医療従事者
(医師、看護師、保健師等)と対等な立場で参加
できる労務のひとつです。今後、医療従事者か
らは未成年の喫煙者や妊婦・授乳中の女性な
どの薬が使えない人、禁煙成功率の低い精神
疾患のある人に対しての心理的支援の担い手と
して健康心理士の活動が期待されています。

大阪人間科学大学健康支援センター

山野洋一

�Ð���Ž�R�p�w�H�Á	ú�g�œ�w�þ�Â

▲	店内風景。気軽にお話をしやすい空間を目指しております
▲	京都大学医学部付属病院の禁煙外来にて禁煙に有効な対処法を説明す
る様子
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新入会員の募集　─多くの方にお勧めください─

　日本健康心理学会は、現在約2,300名の会員で構成され、毎月さまざまな方から入会
のお申し込みをいただいております。本学会は、専門の研究者─心理学、医学、教育学、
社会福祉学、看護学、栄養学、体育学、公衆衛生学、生物学などの領域─はもちろん、
健康心理学、すなわち心と体の健康問題に関係のある仕事をしている方々でも入会でき
ます。企業や小中高校の先生方も入会しておられます。
　入会されますと、年次大会（年一回）、セミナー、研究集会への参加ができ、ニューズレ
ター「ヘルス・サイコロジスト」および学会機関誌「健康心理学研究」が送付されます。「健
康心理学研究」は電子版も閲覧できます。入会金3,000円、年会費7,000円です。
　入会ご希望の方には、左記ホームページへのアクセスをお勧めください。
【機関誌の原稿募集中】
 「健康心理学研究」の原稿（和文・英文）を随時募集しています。左記住所「日本健康心
理学会本部事務局機関誌編集委員会」担当・高橋尚子までご送付ください。
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　ニューズレター担当の先生から原稿を依頼さ
れ、さて、何を書いたら良いものかと思案した挙句、
「内容はどういったことでも結構です」というお
言葉に甘え、事務局次長として学会運営に携わ
る中で感じたことを雑感として述べさせていただ
こうと思います。
　現在の執行部ではほぼ毎月、常任理事会を開
催しております。常任理事会では会員の入退会
審査があり、事務局次長という立場上、その資料
に目を通すわけですが、そのたびに、入会を希望
する方々に対しては「本学会にどういったことを
期待しているのだろう？」と思い、退会申請をさ
れた方々に対しては「退会する理由はなんだろう
か？」と思います。そして、その後にこう思います。
「学会は誰のために、何のためにあるのだろう？」
と。
　本学会の設立から四半世紀が過ぎました。こ
の間、20回以上の年次大会の開催や機関誌の
発行、健康心理学に関する研修や実践活動・研
究活動に対する支援などを行ってきました。2年
前には法人格も取得。その結果として、本学会
が学術団体として相応の地位を作り上げ、認知
されるようになってきたかと思います。これは大
変喜ばしいことです。
　その一方で、産業界や教育界で質的改善の

方法の一つとして取り上げられるようになった
PDCAサイクルなどが本学会に取り入れられてい
るか、例えば、学会に対する会員の要望・意見を
積極的に募り、学会運営に反映していくといった
ことに関してはまだ改善の余地があるように思
います。
　アメリカの第16代大統領であるリンカーンが
ゲティスバーグで行った演説にある「人民の人
民による人民のための政府」という言葉は学会
に当てはまるのではないでしょうか。あくまでも
個人的見解ですが、学会の理想形は「会員の会
員による会員のための学会」なのではないかと
思うのです。
　ですので、会員の皆様にはぜひ、本学会に期
待することや要望を学会に伝えてほしいと思っ
ております。また、会員ではなくても、本学会のス
テークホルダーである方 ・々団体の皆様からも
是非、本学会への要望やご意見をお伝え頂けれ
ば幸いです。
　健康に関する意識が高まっている現在、本学
会の果たすべき使命は以前よりも大きくなってい
ると思います。本学会が多くの人に魅力ある組
織であり続けるためにも、皆様の声を聞かせて頂
きたいと思っています。

東邦大学
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会員の会員による会員のための学会として


